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需要家側エネルギーリソースを活用したバーチャルパワープラント構築実証事業について
平成29年度予算額：約40億円
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事業スキーム
� 本事業は、一般財団法人エネルギー総合工学研究所(IAE)と一般社団法人環境共創イニシアチブ(SII)が

共同で執⾏を⾏う。

経済産業省 資源エネルギー庁

共同執⾏

一般財団法人
エネルギー総合工学研究所

（ＩＡＥ）

一般社団法人
環境共創イニシアチブ

（ＳＩＩ）

⺠間団体・個人等

申請 補助

申請 補助
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事業分類
� 本事業は、以下4つの事業を実施する。
� 事業によって申請先が異なるので、公募要領を確認の上、申請を⾏うこと。

VPP基盤事業者

実証支援

親アグリゲーター

リソースアグリゲーター

需要家 需要家 需要家

連携 連携連携

リソースアグリゲーター

需要家 需要家 需要家

リソースアグリゲーター

需要家 需要家 需要家

VPP基盤事業

VPP構築実証事業

VPPリソース導入促進事業

リソースアグリゲーター事業

IAE
担当事業

SII
担当事業遠隔制御 遠隔制御遠隔制御

D

A

B

C
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アグリゲーター分類

分類 概要 申請事業/申請先

Type Ⅰ
Type ⅡもしくはⅢの事業者と連携し、需要家
とVPPリソースの制御に関する契約を直接締
結、VPPリソースの遠隔制御・統合管理を実施
する事業者（リソースアグリゲーター）

B事業/SII

Type Ⅱ

需要家とは直接VPPリソースの制御に関する契
約を締結しないものの、複数のTypeⅠ事業者
の上位で統合管理を⾏い、電⼒⼩売や電⼒
市場等で取引等を想定した実証を⾏う事業者
（親アグリゲーター）
※親アグリゲーターの業務を一部担う事業者の
うち、電⼒⼩売や電⼒市場と直接契約や取引
を⾏わないものも含む

A事業/IAE

Type Ⅲ

TypeⅠ・Ⅱの双方を実施する事業者
※親アグリゲーター及びリソースアグリゲーターの
業務を一部担う事業者のうち、電⼒⼩売や電
⼒市場と直接契約や取引を⾏わず、また需要
家とVPPリソースの制御に関する契約を直接締
結しないものも含む

A・B事業双方
/IAE・SII双方

サービス契約
遠隔制御

電⼒⼩売・電⼒市場 等

【TypeⅡ】
親アグリゲーター

需要家・ＶＰＰリソース

【TypeⅠ】
リソース

アグリゲーター

【TypeⅠ】
リソース

アグリゲーター

【TypeⅢ】
親アグリゲーター

＋
リソース

アグリゲーター

電⼒取引
調整⼒提供

電⼒取引
調整⼒提供

サービス契約
遠隔制御

統合管理統合管理

サービス契約
遠隔制御

� 本事業では、業務範囲に応じてアグリゲーターを3つのTypeに分類する。
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申請パターンと注意事項
� 申請パターンと注意事項は下記の通り。TypeⅢのみ双方への申請が必要になる。

Type 申請先 注意事項

Ⅰ SII
(B事業)

• TypeⅡ・Ⅲの事業者を必ず指定すること、複数のTypeⅡ・Ⅲ事業者の指定も可能。
• 指定したTypeⅡ・Ⅲの事業者が全てＡ事業で不採択となった場合、リソースアグリゲーターも登録

されない。 ただし、本事業期間中にＡ事業で採択されたTypeⅡ・Ⅲの事業者と連携できた場合、
随時登録を⾏う。

Ⅱ IAE
(A事業)

• TypeⅠの事業者を必ず指定すること。指定したTypeⅠ事業者が全てＢ事業で採択されなかった
場合、Ａ事業で採択されない。

Ⅲ
IAE
SII
双方

• Ｂ事業の採択要件を満たさない場合には、TypeⅢとしては採択されない。Ｂ事業で採択された
TypeⅠの事業者と連携できたれば、TypeⅡとして採択する。

• Ａ事業で採択された場合でもＢ事業の採択要件を満たさない場合は、Ｂ事業では採択されない
場合有。

• Ａ事業で採択されたTypeⅡ・Ⅲの事業者と連携できれば、TypeⅠは採択する。
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予算配分に関して
� 公募開始時点では各事業に予算枠は設定しない。
� 全事業の公募締切後、申請⾦額に応じて各事業の予算枠を検討する予定。

Ａ事業
(実証経費等)

Ｂ事業
(実証経費等)

Ｄ事業
(実証経費等)

Ｃ事業
VPPリソース

Ｃ事業
VPPリソース

（余剰が出た場合）

Ａ・Ｄ事業の採択及びＢ事業の採択時点で
採択事業者別に予算枠を確保
（全額ではない）

先着順で交付決定

一定期間経過後、先着順に変更
（別途通知）
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応募パターン別の申請先
� 各事業とアグリゲーターの分類に応じた申請先と申請項目は以下の通り。
� 実証経費は各事業でIAE・SIIへ申請し、導⼊⾒込はSIIへ申請すること。
� C事業はTypeⅠ・Ⅲの事業者が導⼊事業者を代⾏して申請すること。
� アグリゲーターがVPPリソース導⼊事業者となる場合、C事業で申請を⾏うこと。(A事業への申請ではない)

VPP基盤事業者 TypeⅠ TypeⅡ TypeⅢ VPPリソース
導入事業者

IAE SII IAE IAE SII

TypeⅠ・Ⅲ

SII

導⼊⾒込

実証経費等実証経費等 実証経費等 実証経費等

導⼊⾒込

VPPリソース

VPPリソース

※申請依頼

※代⾏申請

導⼊⾒込はSIIが親アグリ別に集計してIAEへ連携

D事業 B事業 A事業 A事業 B事業 C事業


